
1

吹田市出口町にはかつて出口座とよばれる人形芝居の拠点がありました。座長は吹田市出身の阪
本一

かず
房
ふさ

氏（通称：いっぽうさん）です。その劇団は糸あやつり人形をつかい、北摂地域の民話をとり
あげた新作の演目を中心に、昭和50年（1975年）から平成12年（2000年）までさまざまな活動に精
力的に取り組みました。糸あやつり人形のほかにも指人形を操作する演目もあり、また出口座のみ
ならず学校やメイシアターなどでも数々の公演をおこないました。その一方、月刊の機関誌『出口座』
を発行し、人形芝居の普及につとめました。出口座が残した足跡は現代人形劇の歴史、とりわけそ
の地方的展開を知る上で貴重なものです。このたび本館に寄贈された出口座関連資料を中心に本年
の春季特別展示を開催するにあたり、ここに本号の特集記事を組みました。現代人形劇の継承と発
展を心から願ってやみません。

（特別館長　中牧弘允）
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　私が阪本一房さんと初めて出会った頃は「阪
本さん」と呼ばれていました。私が本名であ
る一房（かずふさ）を「いっぽう」と読み間
違え「いっぽうさん」と勝手に呼びはじめた
ら、いっぽうさんも気に入ったのか自ら「いっ
ぽう」とつかうようになりました。昭和49年
（1974年）のことです。その１年９か月後に
「人形芝居出口座」を立ち上げることになると
は思ってもいませんでした。
　「人形芝居出口座」はマリオネット常設劇場
です。いっぽうさんの長年の夢でした。吹田市
出口町にあった社員寮の食堂を改造して作りま
した。丘の中腹にあり木造平屋の食堂は少し斜
めに傾いていて、入る時も出る時も人家の間の
細い道を通らなければなりません。舞台も座席
も全ていっぽうさんと座員の手作りです。37席
の小さな劇場でした。

　いっぽうさんは常々「人形芝居は総合芸術
や、演劇のエッセンスや」と言っていました。
操り手は役者であり、人形の演出家であり、人
形を創る美術家であり、脚本も書く作家でなけ
ればいけないと言っていました。それをやって
のけたのがいっぽうさんです。演劇や美術の学
校で学んだわけではなく高等小学校卒ですが博
学多才でした。全て独学で学び好奇心と努力と
執念の人でした。そんな人が人形劇に惚れ込ん
だのです。
　いっぽうさんの表現する人形劇やその考え方
は新鮮で革新的でした。それまでの人形劇に対
する既成概念を超えた表現力が魅力でした。
「真剣だけど真面目じゃない」「自由奔放のよ
うに見えて計算されている」その独特な「しなや
かさ」は他の操り手の真似出来ないものでした。

　例えば大阪人
形座の「和尚さ
んと小坊主（江
上フジ作）と言
うマリオネット
があります。
　当初の配役は
いっぽうさんが
和尚、私が小坊
主でした。実は
怠け者で狸と遊
びたい和尚とそ
の仲間に入って
一緒に遊びたい
小 坊 主 の お 話
です。つまらないお話だと思われるかもしれま
せんが、和尚さんと小坊主や狸たちとの駆け引
きの楽しさや子ども達が大好きな鬼ごっこやか
くれんぼ等に類似した演出が盛り込まれていま
す。特に和尚さんの間の抜けたほのぼのとした
性格を表現するのはいっぽうさんしかいないで
しょう。台詞と台詞の行間こそ人形が生き生き
と芝居をするので
す。単純な作品こ
そ そ の 操 り 手 の
「技量」と「芸」
が試されていると
思います。
　また指使い人形
で も 人 形 本 来 が
もっている親しみ
やすさや滑稽さ、
お お ら か な 人 間
性 を 表 現 し ま し

た。十八番の「金の斧銀
の斧」は良い木こりと悪
い木こりを巧みに演じ分
け、その「しなやかな」
動きでひょうきんで憎め
ない人間性を表現しまし
た。

　マリオネット作りにおいても構造を工夫し独
自の造形美を確立しました。
　大阪人形座の頃より頭は小さく背丈も４頭
身、構造的にも腰を省略し簡素化、日本人の体
形に似せました。
　「電車に乗っていても、ボーと座ってたらあ
かんで、人を良く観察するんや、よく見てこの
人はどんな性格か仕事は何をしてるか想像しな
あかん」「登場人物に似た人を見つけてこさえ
たらええ」「人形は横顔が大事」等、当時いっ
ぽうさんが言っていた言葉です。ですからいっ
ぽうさんの創る人形の顔は、座員や友人、時に
は自分自身がモデルになっていることがありま
した。
　しかもあまり美しくありません。どちらかと

言えばゴツゴツしてジャガイモのようです。テ
レビで見る人形劇とは違っていました。やはり
出口座独自の人形芝居を創りたいという強い思
いがあったのでしょう。

　またいっぽうさんは出口座創設の10年程前か
ら吹田北摂の民話を掘り起こしていました。当
時は人形劇にしようという思いからではなく吹
田と言う郷土に強い誇りと興味を持っていたか
らだと思います。そしてそれらの思いは、出口
座創設３年後の「雪虫」から始まった北摂の創
作民話糸操り人形芝居７作品に結実しました。

　この度吹田市立博物館で出口座と阪本一房の
特別展が開催され、大正時代西洋の息吹を受け
て東京築地小劇場ではじまったマリオネット
が、出口座とどのように繋がっていくのか、ま
た日本の糸操りやヨーロッパのマリオネットと
の違いにも注目して頂けたらと思います。日本
の現代人形劇史のなかで出口座やいっぽうさん
が果たした役割を再認識していただければ大変
嬉しく思います。（元出口座座員　山下恵子）
　

阪本一
い っ ぽ う

房さんと人形芝居出口座 －｢出口座と阪本一房｣展にことよせて－

出口座

バーガーを持つ手

雪虫の藤蔵

人形の頭

人形制作中の阪本一房さん

羅城門のお婆

いっぽうさんの操り

「スイカ泥棒」の指使い操り風景

和尚さんと小坊主稽古風景
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「博物館だより No.81」でご紹介した令和2年
度（2020年度）企画展は新型コロナウィルス感染
症の感染予防対策によって延期となり、今年度
ようやく開催する運びとなりました。この企画
展は、あまり紹介されることがなかったものの、
当館が多数収蔵する西村公朝の図やイラストに
焦点を当てた展覧会です。仏像修理の道へ進ん
だことを契機に、仏の教えとその表象としての
仏像について理解を深めていった西村は、昭和
51年（1976年）出版の『仏像の再発見』（吉川弘
文館）を皮切りにして、仏教や仏像に関する著作
等を数多く残しました。語りかけるような文体、
精密でわかりやすい図やイラスト、心を和ます
仏のやさしい姿を描いた挿絵――どの著作にも
西村独自の世界が認められます。

本展でご紹介する著書の一つ、平成2年（1990
年）出版の『仏像は語る』（新潮社）は、雑誌『芸術
新潮』（新潮社）に昭和63年（1988年）5月号から
翌年12月号まで連載した自伝的なエッセイ（全
20回）をまとめたものです。仏像修理技術者と
して出会った仏像たちの様々なエピソードをメ
インに、仏像制作や愛宕念仏寺の再興にも触れ、
西村の歩みを読みやすい文章で綴った一冊です。

雑誌連載ではエッセイ一編と写真一点が掲載さ
れていましたが、単行化に際してイラストの追
加がなされています。上図もその一つ。小雨降
るなか、西村が善願寺（京都市）の神木に不動明
王を彫ったというエピソードに添えられていま
す。

展覧会では挿絵約50点の原画を展示します。
原画から感じられる味わい深い西村の世界をお
楽しみください。　　　（当館学芸員　河島明子）

令和４年度（2022年度）企画展　「西村公朝　挿絵原画の世界」（仮題）
会期：令和4年（2022年）6月18日（土）〜7月10日（日）

企画展と同時期に開催する「さわる月間」期間
中は、「さわる」や「体験」がいっぱいです。ご家
族などでぜひご来場ください。

同時開催！　「さわる月間」

西村公朝著 『仏像は語る』（新潮社、1990年）掲載
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中牧：ネットで「出口座」を検索すると、すぐ先生の
PDFの論文が出るんです。出口座と阪本一房に関
して、先生の論文をもとに、皆さんこれからいろい
ろ発言したり、モノを書いたりするかと思いますか
ら、まずはその論文についてお伺いしていこうと思
います。

菅原：地域の文化資源を使った町おこし、人と人と
の繋がりを研究するというプロジェクトだったんで
す。私は出口座を取り上げましたが、堺市の博物館
と提携し刀工について研究をされている先生もいて
様々でした。
　出口座という、かなり資料としてもおもしろいも
のが残っていそうなんだけれども、全貌がまだよく
分からない状況だったので、どのようなことができ
るのか検討しながら、始めたという次第です。

中牧：それまで、出口座の公演を鑑賞したり、阪本
一房さんなどそういう関係者と面識があったのです
か。

菅原：いいえ。全くなかったんです。出口座自体も
平成12年（2000年）に解散して、全く活動されてい
なかったので、接点もなかった。ただ、私がもとも
と中国の映画史を専門に研究しておりまして、その
中で映画館ではない、劇場でないところで、映画だ
とか、幻燈、スライド上映、教育目的で上映すると
いうところに凄く興味を持ち始めてたんですね。た
だ、先行研究がなかったので、日本の教育の中で幻
燈を使ったりという流れが日本にあったので、まず
日本の状況を調べようと思って調べているうちに、
阪本一房さんがされてた、大阪人形座で、人形劇の
映画をつくったり、幻燈をつくったりというものが
あったということは知ってたんです。その程度だっ
たんですよ。で、吹田にあるんだったら、もしかし
たら残っているのかなっていうような、そういうと
ころから興味を持ちました。

中牧：山下恵子さん（元出口座座員）から話を聞いて、
プロジェクトを立ち上げてみようと思ったというの
と、全然違いますね。

菅原：全然違うんです。私もどこから手をつけてい
いのか全然分からなくて。例えば、出口座が出して
いる機関誌が吹田市の中央図書館に所蔵されている
ので、図書館に行きまして、色々雑誌を読んで、そ
の幻燈をつくったという記録が書かれてたので、も
う少し詳しいこと知りたいなと思いまして。出口座
は、図書館とも凄く関わりの深い劇団だったので、
もしかしたらご存知の方がいるかと思って聞いてみ
たところ、ちょうど山下さんが中央図書館で、マリ
オネット人形をつくる講座をされていたんです。だ
から行ってみたらどうですかと誘って下さって、そ
れで講座に行ったというのが、山下さんとの出会い
なんです。

中牧：なるほど。会報は200号ほどあり、毎月出し
ていますよね。きちんと製本されて、図書館におさ
められて。

関西大学教授

　　　菅原　慶乃さん特別館長インタビュー⑱ 聞き手：中牧弘允

菅原慶乃（すがわら　よしの）
立命館大学国際関係学部卒業。
大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程修了。
現在は関西大学文学部教授。
東アジア中華圏の映像文化研究を専門としている。

令和4年（2022年）1月12日、関西大学教授の菅原
慶乃先生に、吹田の人形芝居・出口座の研究などにつ
いてお話を伺いました。
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菅原：25年も欠かさずずっと、出されてきたんで
すね。そんなことやってる劇団はないと思うんで。

中牧：出口座の歴史とか活動を知る基礎資料みたい
なものですよね。で、それを修復し、デジタル化を
するというプロジェクトに進んでいく、その流れを
教えてください。

菅原：まず、山下さんにお話を伺って、私が一番関
心を持っていたのが、映画だとか幻燈が残っている
かどうかだったのですが、それはもうないというこ
とが、お会いしてすぐにわかりました。でも、よく
よくお話を聞くと、昔つくったお人形や公演のカ
セットテープ、公演の音声が残っているということ
がわかり、ただ、そのテープがもう切れてしまった
り、癒着してしまったりしているものがあるとのこ
とで、じゃあまず、その音声がなくなってしまった
らダメなので、まずそれを残そうということになり
ました。

中牧：デジタル化したものをベースにして・・・。

菅原：そのあとに、吹田の中央図書館に音声を寄贈
し、皆に聞いていただけるようにしました。でも、
それ以上の活用方法が思いつかなかったんですけれ
ども、山下恵子さんが、江戸糸操りの人形の劇団の
方と、出口座のその音声テープを使って公演を復活
させるというプロジェクトを立ち上げ、音声テープ
を活用してやってみようとなりまして、「阪本一房
の生誕100周年」の公演ビデオの企画ができたとい
うことです。

中牧：中央図書館のほうでも、展示とか、ワーク
ショップとか、そういうものをされてましたよね。

菅原：そうですね。それはもう、もっぱら山下さん
の力なんです。ずっと欠かさず、前の中央図書館の
1階のロビーの奥に、ガラスケースがあって、そこ
で季節が変わるごとに展示を入れ替えているという
ことをされていたのと、あと、2000年代に入って
からも、2回ぐらいは、阪本一房さんと出口座の回
顧展を、ご自分で企画して、展示をするという活動

を地道にされていたんですね。あと、資料集もつく
られていました。

中牧：一方では、先生を中心にした、音声やら、映
像の記録というものと、実際のお人形を使った公演
とかワークショップがつながり、活動がうまく、同
じ時期に合流したというか。

菅原：そうですね。でも、どちらかというと、山下
さんが中心に、全部歯車が動いているような気がし
ます。山下さんが中心に、情報発信をされてきたの
で、端っこの方にいた私も上手く波にのれました。
それで、こちらでお手伝いさせてもらったものを
使って、また山下さんが新しい企画を立てられまし
た。

中牧：メイシアターや浜屋敷でも、公演されていま
したよね。それにも、関わっていたのですか。

菅原：はい、そうです。メイシアターでの公演は江
戸糸あやつり人形の上條充さんの発案で、人形劇の
図書館の潟見英明さんの協力を得て山下さんと３人
で企画されたもので、1回限りの復活、出口座復活
公演という風に銘打っていました。その記録映像を
つくろうって言い出したのは、私の方です。
　最初は簡単にビデオで、舞台を撮れればと思って
いたのですが、今後舞台上で、出口座の演目が演じ
られる事はないので、やっぱり本格的に撮ろうと
思って、業者にお願いしました。カメラ2台で、全
体と手元を分けて撮ってもらって、手元の動きが
ちゃんと入るような形で画面をつくって編集しても
らったんですね。
　それを見た山下さんが、さらに人形の動かし方の
記録「このときにはこういう風に指を動かす」みたい
なものをつくるということになりました。

中牧：発展していきましたね。

菅原：そうなんです。それで、冊子をつくってくだ
さり、私はそれを編集し書冊にし、ブルーレイにつ
けてお配りしました。
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中牧：最初は音声だけだったのが、思わぬ事で、こ
れが映像記録にまで発展した。元の映像がなくても、
再現したときの映像記録につながった。貴重ですよ
ね。
菅原：そうですね。本当よかったと思います。舞台
ですから、人形がどういう風に動くのかというの
も、映像がないと中々分からないところがあります
ので。

中牧：大黒柱（阪本一房氏）が、突然亡くなって、そ
のあと、元団員の方たち、皆さん協力して、資料も
残されたと思いますが。

菅原：山下さんがおっしゃってたのは、阪本一房さ
んが亡くなる半年前に、家主の代替わりのため出口
座の建物を明け渡すことになったのですが、その少
し前に阪本一房さんから出口座の創作民話マリオ
ネット７作品を山下さんに預ける依頼があったそう
です。そして、山下さんが７作品以外にも目につい
た重要なものを全部引き取りました。その後阪本さ
んは建物を明け渡す前に残ったもの全てを焼いてし
まったようです。

中牧：そういう資料を保管する場所の候補として、
中央図書館があったと思いますけれども、最終的に
はうちの吹田市立博物館に、一括資料として、おさ
められました。ちょっと紆余曲折ありましたが、寄
贈が決まってからすぐ、受け入れ体制を整えて、さ
らに学芸員実習の展示で、一般公開となりました。

菅原：ええ。特別展示室の、一番奥のところに、出
口座のコーナーがあって、私も観覧させていただい
たと思います。

中牧：そういうふうにすぐ踏み出せたのは、先生が
書かれた論文があったからですね。
　それでまた、山下さんが、几帳面で、いろいろ記
録を保存し、整理されていて、資料としての情報価
値は高かった。

菅原：阪本一房さんは、全て記録に取るのを、徹底
されていて、山下さんも徹底してなんでも残してお

くことを貫かれておられたんです。そのおかげで私
も、論文ができた。私よりも山下さんと一房さんが
ずっと、バトンを繋いでくださったのが一番大きい
と思います。

中牧：令和４年（2022年）4月から、本格的に特別
展ということで、紹介させていただきますけれども、
何か期待するところや注文はありますか。

菅原：これは本当に難しいんですけれど、人形劇な
ので、お人形が動いてないと、そのよさが、ひろく
見えないと思うんです。ですから、人形を皆で持っ
て、動かすとか、即興でお芝居ができたり、何かそ
ういうふれあい、今はコロナもあるのでちょっと難
しいかもしれないですけど、実際に手に取っても
らって、動かす事ができるといいなと思います。

中牧：命が吹き込まれますね。

菅原：そうだと思うんですよね。出口座の展示をや
りますと、お年寄りが多いんです。ちょっと平均年
齢が高めなところがあるので、ちびっ子もたくさん
来てもらえるような展示になるといいですね。

中牧：そうですよね。大体、一房さんが活躍してい
た頃は、山下さんを含め若い女性たちも活躍してい
ました。

菅原：そうですね。ちょうど子育て中のお母さん世
代が中心になってました。ぜひ子供さんを連れて、
出口座を見に来てほしいですね。
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開館30周年記念　令和4年度（2022年度）春季特別展
「出口座と阪本一房ー現代人形劇の継承と発展ー」　関連イベント

講演会　いずれも定員 40 名。多数抽選。

人形劇上演　定員 40 名。多数抽選。

ワークショップ

歴史講座　定員 40 名。多数抽選。

特別館長ギャラリートーク　定員 15名。多数抽選。

民話の里 きしべを歩く
民話の朗読・解説・まち歩き

クイズラリー　

紙芝居上演　　定員 40 名。多数抽選。

①4月23日（土）午後２時～3時30分
　「現代人形劇の継承と発展」
　●�講師／潟見英明氏（人形劇トロッコ主宰・人形劇の

図書館館長）
　●申込〆切4月12日（火）必着
②5月３日（祝・火）午後２時～3時30分
　�「吹田の人形芝居・出口座が残した小さく
て大きな文化財」

　●講師／菅原慶乃氏（関西大学教授）
　●申込〆切4月21日（木）必着
③5月７日（土）午後２時～3時30分
　�「近代新興人形劇・『紙芝居の作り方』から
出口座まで」

　●講師／堀田穣氏（京都先端科学大学名誉教授）
　●申込〆切4月26日（火）必着
④5月21日（土）午後２時～3時30分
　「昭和初めの洋風人形劇を語る～孟府と一房」
　●講師／浅野詠子氏（ジャーナリスト）
　●申込〆切5月10日（火）必着）
⑤5月29日（日）午後２時～3時30分
　「最後の街頭紙芝居屋さん 阪本一房先生
　声･姿その心を貴重ビデオでお会いいただき
　その存在の大きさ、思想に迫る」
　●講師／村田利裕氏（京都教育大学教授）
　●申込〆切5月17日（火）必着

5月15日（日）
　午前10時30分～11時30分
　午後1時30分～2時30分
　「江戸荒物」（出口座　マリオネット落語）
　　　　演出・美術／阪本 一房・落語／露の五郎兵衛
　「かっぽれ」・「黒髪」
　　　　（江戸糸あやつり人形）
　●出演／山下恵子氏（元出口座座員）
　　　　　上條充氏・福田久美子氏（江戸糸あやつり人形）
　●申込〆切5月2日（月）必着

吹田市役所ホームページの電子申込システム（4月
1日より受付）か、はがき、FAXにイベント名、参
加者全員の氏名、郵便番号、住所、電話番号を記
入のうえ締切日までに博物館まで。

申込方法

①4月30日（土）午後1時30分～3時30分
　�「簡単マリオネットワークショップ～作っ
て遊ぼう」

　●定員／18名　多数抽選
　●�講師／山下恵子氏・柿本香苗氏・冨田順子氏
　　　　　（元出口座座員）
　●申込〆切4月19日（火）必着
②5月28日（土）午後2時～3時30分の間随時
　「マリオネット操り講座～操って遊ぼう」
　●場所／3階ロビー（観覧料が必要）
　●�講師／山下恵子氏・柿本香苗氏・冨田順子氏
　　　　　（元出口座座員）
　●申込不要

4月29日（祝・金）午後2時～3時30分
　「詳説！出口座と阪本一房展」
　●講師／藤井裕之（当館学芸員）
　●申込〆切4月19日（火）必着

6月5日（日）午後2時～3時　
　●場所／特別展示室（観覧料が必要）
　●講師／中牧弘允（当館特別館長）
　●申込〆切5月24日（火）必着

6月4日（土）午後1時30分～4時30分
　吹田まち組
　●申込〆切5月24日（火）必着

会期中土・日・祝日　午後1時～4時30分
博物館ボランティアの会　吹博の会　※景品あり

5月22日（日）　午後2時～3時　
　｢新田の蛇まくら｣
　｢月の光でさらさっしゃい｣ほか　　
　「阪本一房を語る」
　●出演／柿本香苗氏・高鳥公子氏（元出口座座員）
　●申込〆切5月10日（火）必着

定員30名。多数抽選。


	博物館だより第97号ページ
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